
2

故
小
川
松
民

校
長
岡
倉
覚
一
二
は
前
年
末
に
文
部
省
よ
り
奈
良
地
方
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
年

一
月
八
日
帰
京
。

小
川
松
民
は
明
治
二
十
四
年
五
月
―
―
―
十
日
死
去
。
翌
六
月
一
日
葬
儀
が
行
わ
れ
、
谷

中
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

校
長
代
理

解

説

（
道
庁
府
県
別
各
科
現
員
一
覧
表
、
経
費
、
魯
籍
器
械
の
項
省
略
）

漆
エ
第
一
年
生
甲
組
一
人
ノ
學
期
試
瞼
ヲ
行
ヒ
第
二
年
生
二
進
級
ス

七
月
十
―
―
―
日
特
別
ノ
課
程
ヲ
履
修
ス
ル
モ
ノ
左
ノ
三
人
卒
業
証
書
ヲ
授
典
ス

三
重
縣
平
民
竹
内
次
郎
福
岡
縣
士
族
廣
川
栄
三
郎

三
重
縣
士
族
山
崎
競

八
月
機
械
体
操
場
ヲ
新
設
シ
九
月
十
一
日
ョ
リ
授
業
ヲ
開
始
ス

九
月
九
日
本
校
規
則
第
二
十
二
條
二
捩
リ
生
徒
中
學
業
特
二
優
等
ノ
者
六
人
ヲ

選
ヒ
特
待
生
ト
ナ
シ
本
學
年
中
ノ
授
業
料
ヲ
免
除
ス

本
年
七
月
卒
業
セ
シ
竹
内
次
郎
ハ
東
京
市
本
郷
謳
根
津
片
町
私
立
美
術
講
習
所

廣
川
栄
―
―
一
郎
ハ
愛
媛
縣
尋
常
師
範
學
校
山
崎
競
ハ
群
馬
縣
桐
生
町
山
田
高
小
學

校
右
執
レ
モ
同
所
二
於
テ
現
今
甕
學
ノ
教
員
ク
リ
本
年
末
現
在
生
徒
ノ
敷
ハ

百
八
十
九
人
ニ
シ
テ
之
レ
ヲ
細
別
ス
レ
ハ
普
通
科
第
一
年
生
五
十
人
普
通
科
第

二
年
生
四
十
六
人
専
修
科
第
壱
年
生
甲
組
二
十
三
人
乙
組
一
―
―
十
人
専
修
科
第
二

年
生
十
一
人
特
別
ノ
課
程
ヲ
履
修
ス
ル
モ
ノ
甲
組
五
人
乙
組
十
四
人
撰
科
生
第

一
年
九
人
撰
科
生
第
二
年
一
人
通
計
百
八
十
九
人
皆
自
費
ナ
リ
之
レ
ヲ
前
年
ニ

比
ス
レ
ハ
四
十
一
人
増
加
セ
リ

（
明
治
二
十
四
年
十
月
六
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
）

当
時
の
新
聞
に
次
の
よ
う
に
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

5

遠

足
後
藤
貞
行
出
張
、
依
嘱
製
作

「
職
員
辞
令
メ
モ
」
（
前
出
）
の
明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日
の
項
に

教
授
高
村
幸
吉
二
楠
公
銅
像
木
型
製
作
主
任
ヲ
雇
石
川
光
明
、
山
田
常
吉
、
後
藤
貞

〔
国
吉
11
山
本
瑞
冥
の
誤
り
か
〕

行
二
仝
捨
任
ヲ
萩
原
相
吉
、
小
澤
松
五
郎
、
山
口
豊
蔵
二
仝
助
手
ヲ
命
セ
ラ
ル

と
あ
り
、
楠
公
銅
像
の
木
型
製
作
が
開
始
さ
れ
た
。
馬
の
製
作
担
当
者
と
な
っ
た
後
藤

貞
行
は
馬
の
モ
デ
ル
を
捜
す
た
め
に
鬼
首
へ
出
張
し
た
の
で
あ
る
。
岡
崎
庄
次
郎
（
雪

声
）
が
依
嘱
製
作
の
慰
労
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
楠
公
銅
像
の
鋳
造
主
任
に
内
定

（
正
式
任
命
は
二
十
五
年
十
一
月
九
日
）
し
て
お
り
、
ま
た
松
方
伯
銅
像
（
二
十
四
年

依
嘱
）
の
鋳
造
主
任
に
も
内
定
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
彼
は
前
年
四
月
に
本
校
屈
と
な
り
、
本
年
一
二
月
か
ら
美
術
工
芸
科
金

工
専
修
課
程
に
加
え
ら
れ
た
鋳
金
授
業
を
担
当
し
、
鋳
金
科
開
設
（
二
十
五
年
十
一

月
）
準
備
を
も
進
め
て
い
た
。
二
十
四
年
頃
に
は
本
校
敷
地
内
北
西
隈
の
裏
門
あ
た
り

に
五
十
六
坪
の
鋳
物
工
場
と
七
十
坪
の
仕
上
工
場
が
完
成
。
依
嘱
製
作
の
鋳
造
や
授
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
牧
正
八
と
は
の
ち
の
林
美
雲
（
明
治
二
十
六
年
七
月
十
八
日
改
名
届
）
で
あ
る
。

0
美
術
學
校
生
徒
の
遠
足

上
野
公
園
地
の
美
術
學
校
生
徒
百
餘
名
は
土
曜
日
午
前
五
時
よ
り
該
校
を
稜
し
新
宿

停
車
塩
よ
り
甲
武
鉄
道
に
乗
り
神
奈
川
縣
閥
西
村
に
至
り
て
玉
川
の
勝
地
を
践
渉
し

午
後
三
時
頃
蹄
り
束
り
會
食
あ
り
て
散
解
せ
し
は
五
時
頃
な
り
し

3 ヽ
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第
九
條
幹
事
ハ
會
員
中
會
長
ノ
指
名
、
ッ
タ
ル
本
校
職
員
一
名
井
二
生
徒
ノ
互
選
シ

第
八
條

第
七
條
會
長
ハ
本
校
長
ヲ
推
シ
會
務
ノ
総
理
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ト
ス

第
六
條
役
員
ハ
會
長
一
人
副
會
長
一
人
及
幹
事
七
人
常
議
員
九
名
ト
ス

6
 
校
友
会
発
足

校
内
の
親
睦
団
体
と
し
て
は
初
め
に
脊
々
会
が
あ
っ
た
。
同
会
は
校
友
会
機
関
誌

『
錦
巷
雑
綴
』
創
刊
号
（
明
治
二
十
七
年
四
月
）
や
岡
倉
党
一
―
一
の
日
記
「
雪
泥
痕
」
（
明

治
二
十
―
―
一
年
）
な
ど
に
名
の
み
登
場
し
、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の

明
治
二
十
四
年
十
一
月
発
足
の
東
京
美
術
学
校
校
友
会
は
生
徒
数
の
増
加
な
ど
に
伴
っ

て
新
た
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
会
員
は
本
校
職
員
お
よ
び
生
徒
か
ら
成
り
、
会
長
は

本
校
々
長
を
推
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
岡
倉
が
会
頭
と
な
り
、
そ
の
指
荘

の
も
と
に
活
発
な
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
主
な
行
事
は
常
会
と
年
一
回
開
催
す
る
大
会

で
、
と
も
に
会
員
の
作
品
展
が
行
わ
れ
、
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
第
一
回
常
会
は
二
十
四

年
十
二
月
に
、
ま
た
、
第
一
回
大
会
は
翌
二
十
五
年
一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
明
治

二
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
『
教
育
新
聞
』
に
は
「
美
術
学
校
々
友
会
例
会
略
評
」
と

題
し
て
前
日
よ
り
開
催
の
常
会
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の
短
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
日
本
青
年
絵
画
協
会
展
閉
会
後
の
校
友
会
倶
楽
部
で
展
示
が
行
わ
れ
、

絵
画
無
慮
二
百
余
点
（
シ
カ
ゴ

、

コ
ロ
ソ
プ
ス
世
界
博
覧
会
出
品
物
十
二
点
を
含
む
）
、

彫
刻
、
漆
エ
、
金
工
等
数
十
点
が
並
ぺ
ら
れ
、
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

岡
倉
会
頭
時
代
の
校
友
会
規
則
の
完
全
な
も
の
は
『
錦
巷
雑
綴
』
第
四
巻
（
明
治
二

十
八
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が

(307
頁
参
照
）
、
そ
れ
以
前
の
規
則
を
記
し
た
蒟

蒻
版
印
刷
物
断
片
が
現
存
す
る
の
で
左
に
掲
げ
る
。

（
以
上
欠
損
）副

會
長
ハ
紹
會
ノ
議
決
ヲ
以
テ
職
員
ノ
内
一
名
ヲ
推
シ
會
長
ヲ
助
ヶ
本
會

ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
整
理

シ
會
長
事
故
ア
ル
片
ハ
代
理
ス

第
廿
九
條

第
廿
八
條 會

第
廿
七
條

名
養
合
員
ハ
會
既
ヲ
徴
収
セ
ズ

會
股
ハ
生
徒
壱
人
二
付
毎
月
銭
ト
ス

勅 遊
技
會
ハ
茶
礼
、
挿
花
、
香
、
撃
剣
、
柔
術
、
弓
術
ノ
六
科
二
分
チ
會

員
ノ
嗜
好
二
應
シ
其
一
科
若
ク
ハ
敷
科
ヲ
修
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

遊
技
會
ハ
本
校
課
業
時
間
以
外
二
於
テ
各
科
ノ
便
宜
二
従
ヒ
之
ヲ
開
ク

其
期
日
ハ
都
度
幹
事
ョ
リ
之
ヲ
報
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

運
動
會

第
廿
六
條
運
動
會
ハ
學
校
設
貯
紀
念
日
二
於
テ
之
ヲ
開
キ
大
二
諸
般
ノ
遊
技
ヲ
演

（
以
下
欠
損
）

な
お
、
発
足
当
初
に
於
け
る
活
動
項
目
に
は
図
案
の
応
需
製
作
も
含
ま
れ
て
い
た
こ

第
廿
五
條

第
廿
四
條

シ
優
等
者
二
記
念
物
ヲ
贈
典
ス

本
校
職
員
卒
業
生
其
他
ノ
會
員
ハ
拾
銭
以
上
適
宜
其
格
ヲ
定
メ
テ
之
ヲ

出
金
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

遊
技
會

欠
損
）

會

第
十
二
條

第
十
一
條

第
十
條

タ
ル
代
表
者
ヲ
以
テ
成
リ
會
長
及
副
會
長
ノ
指
揮
二
随
ヒ
庶
務
會
計
二
従

事
ス
常
議
員
ハ
本
會
役
員
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
シ
本
會
ノ
常
務
二
関
シ
許
決
ヲ
ナ

ス
ノ
會
ト
ス

副
會
長
ノ
任
期
ヲ
ニ
個
年
ト
シ
幹
事
ノ
任
期
ヲ
一
個
年
ト
ス

務本
會
ハ
其
主
意
ヲ
全
ク
七
ソ
為
メ
ニ
常
會
、

會
、
運
動
會
ノ
諸
會
ヲ
開
ク

大
會
、

講
話
會
、

遊

技
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山
田
常
吉

追
て
園
案
手
数
料
は
大
小
疎
密
の
藍
別
あ
り
て
一
定
の
標
準
な
し
と
雖
も
世
上
園
按

料
の
定
格
に
開
せ
さ
る
限
り
穂
て
箕
般
を
目
途
と
す
る
積
り
に
有
之
各
依
頼
者
よ
り

海
野
勝
瑕

伊
東

貞

杉
浦
瀧
次
郎

久
保
田
鼎

白
山
福
松
岡
崎
庄
次
郎
結
城
正
明
大
島
勝
次
郎
後
藤
貞
行

マ
マ四
牧
正
八

巨

勢

小

石

竹

内

久

一

石

川
光

明

久

留

正

道

川

崎

千

虎

狩

野

友

信

黒

川

員

頼

加

納

夏

雄

今

泉

雄

作

橋

本

雅

邦

川
端
玉
章

0
岡
案
振
典
の
良
策

し
圏
案
の
工
夫
を
為
す
こ
と
A

な
り
左
の
如
き
書
状
を
所
々
へ
配
布
せ
り

拝
啓
陳
者
本
邦
美
術
工
藝
品
は
年
を
逐
て
盆
巧
麗
を
極
め
御
同
炭
の
至
に
御
座
候
慮

其
岡
案
に
至
て
は
往
々
不
完
全
の
も
の
も
有
之
或
は
趣
致
卑
俗
に
流
れ
或
は
形
質
買

用
に
遠
か
り
精
工
の
技
術
を
盛
す
も
既
に
本
堕
を
誤
り
徒
労
に
局
し
損
害
を
招
く
も

の
買
に
少
か
ら
す
殊
に
外
國
の
需
要
に
係
る
品
類
に
於
て
は
其
弊
最
も
甚
し
く
相
見

ヘ
候
是
等
の
病
は
適
良
な
る
専
門
岡
按
家
少
な
き
に
起
因
す
る
も
の
な
れ
は
他
年
其

全
図
に
普
及
す
る
に
及
て
消
滅
す
へ
き
も
の
な
る
へ
し
と
雖
も
目
下
の
鉄
乏
を
碑
補

す
る
は
亦
肝
要
と
存
候
嘗
校
々
友
會
の
俵
は
教
員
生
徒
の
協
同
し
て
美
術
の
大
成
を

希
圏
す
る
の
會
に
有
之
此
際
幾
分
か
闘
按
鉄
乏
を
補
ふ
の
微
志
を
致
度
存
候
就
て
は

世
の
美
術
工
藝
家
に
て
圏
按
を
必
須
と
す
る
者
の
為
め
依
頼
に
應
し
金
屈
彫
刻
類
、

躊
物
類
、
蒔
給
類
、
陶
器
類
、
織
物
類
の
下
箱
を
會
員
中
に
募
集
し
本
會
岡
案
委
員

の
審
按
に
よ
り
其
優
等
の
も
の
を
送
付
候
様
可
致
貴
下
に
は
兼
て
美
術
上
御
配
慮
被

為
在
候
俊
に
付
自
然
闘
按
需
要
者
有
之
候
は
A

此
旨
御
通
知
相
成
度
其
成
絞
固
よ
り

未
た
完
全
を
期
す
る
次
第
に
は
無
御
座
候
へ
共
目
下
の
急
に
應
す
る
一
助
と
相
成
候

明
治
廿
四
年
十
二
月

東
京
美
術
學
校
々
友
會
々
員

高
村
光
雲

岡
倉
党
一
―
―

は
A

大
幸
に
存
候
早
々
敬
白

東
京
美
術
學
校
々
友
會
に
て
は
今
度
普
ね
く
世
人
の
需
に
應

と
が
左
記
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

松
方
正
義
銅
像
は
高
村
光
雲
が
木
型
製
作
主
任
を
、
岡
崎
雪
声
が
鋳
造
主
任
を
担
当

し
た
。
木
型
は
本
学
芸
術
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
銅
像
完
成
当
時
の
新
聞
に
は

左
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

0
東
京
美
術
學
校
の
榮
昏

同
校
錨
造
科
教
師
が
擁
営
し
た
る
も
の
だ
け
あ
り
て
至
極
の
上
出
来
な
る
に
依
り
伯

に
於
て
も
殊
の
外
其
の
精
巧
な
る
を
賞
賛
せ
ら
れ
居
る
由
な
る
が
過
日
宮
中
に
伺
候

し
て
御
座
近
く
侍
べ
り
た
る
際
東
京
美
術
學
校
ハ
近
年
の
設
立
に
ハ
候
へ
ど
も
職
員

の
勉
勘
其
の
職
に
従
事
致
せ
し
よ
り
生
徒
の
技
術
頗
る
進
歩
を
来
た
し
此
頃
に
至
り

大
に
見
る
ぺ
き
者
あ
る
哉
承
は
り
し
が
過
日
同
校
に
於
て
鑑
造
し
た
る
正
義
の
銅
像

を
一
見
致
し
候
ひ
し
に
其
の
手
際
ハ
海
外
の
錨
造
家
に

一
歩
を
誰
ら
ざ
る
の
み
か
却

て
彼
れ
を
凌
駕
す
る
の
思
ひ
あ
ら
し
む
る
程
に
て
候
旨
を
奏
上
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ

り
し
に
雨
一―一日
前
西
四
辻
侍
従
ハ

工
藝
學
校
の
幹
事
小
山
健
蔵
氏
と
美
術
學
校
に
出

張
し
同
校
教
師
生
徒
の
成
績
に
係
る
箱
粛
彫
刻
錨
造
品
等
の
内
よ
り
精
選
し
た
る
も

7
 申

込
次
第
通
知
可
致
候

松
方
伯
爵
銅
像

東
京
美
術
學
校
に
於
て
錨
造
し
た
る
松
方
伯
の
銅
像
ハ

〇
懸
賞
織
物
園
案
大
日
本
織
物
協
會
盆
媒
き
に
東
京
美
術
學
校
々
友
會
と
織
物
圏

案
懸
賞
出
品
の
約
束
を
結
ぴ
た
る
が
今
度
初
め
て
協
會
員
の
依
頼
あ
り
て
古
代
織
物

女
帯
地
意
匠
圏
案
を
校
友
會
へ
求
め
た
る
よ
り
同
校
ハ
之
を
綸
聾
専
修
科
の
生
徒
に

附
し
て
出
品
せ
し
め
技
術
奨
動
の
為
め
優
等
者
ヘ
ハ
織
物
協
會
よ
り
懇
買
金
を
出
さ

し
む
る
筈
な
る
が
右
ハ
已
に
出
来
し
て
同
協
會
へ
廻
附
し
た
り
と
云
ふ

（
明
治
廿
五
年
二
月
廿
日

『東
京
朝
日
新
聞
』
）

（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
付

『
日
本
』
）
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明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
、
松
方
総
理
大
臣
、
大
木
文
部
大
臣
の
一
行

が
来
校
し
、
楠
公
銅
像
木
型
の
製
作
を
視
察
し
た
。
新
聞
は
こ
れ
を
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
る
。

〇
雨
大
臣
楠
公
の
彫
像
を
視
る

今
度
宮
城
正
門
前
に
建
設
に
な
る
べ
き
楠
公
乗
馬
銅
像
の
木
彫
原
形
楠
公
像

② 
勅
令
第
百
三
十
七
琥
仝
第
百
四
十
一
琥
抜
抄
（
明
治
廿
四
年
七
月
廿
四
日
登
布
）

東
京
美
術
學
校

一
東
京
美
術
學
校
ハ
箱
甕
、
彫
刻
、
建
築
、
及
美
術
工
藝
ノ
技
術
者
又
ハ
普
通

ノ
圏
聾
教
員
タ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

學

校

長

一

人

奏

任

教

授

奏

任

助

教

授

判

任

書

記

判

任

技

判

任

①
 

両
大
臣
の
楠
公
像
視
察

手

二
人
五
人

十
一
人
十
人

〇
官
制

官
制

（
東
京
美
術
学
校
）

関

連

事

項

(
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
闘
闘
昇
』
）

の
を
携
へ
蹄
ら
れ
た
る
が
同
校
職
員
ハ
賢
こ
ぎ
邊
に
て
斯
く
も
美
術
に
御
心
を
懸
け

さ
せ
ら
る
4

ハ
有
難
き
こ
と
な
り
と
て
何
れ
も
感
涙
を
流
し
居
る
と
云
ふ

（
明
治
二
十
四
年
十
月
九
日
『
国
会
新
聞
』
）

は
有
名
な
る
彫
刻
家
石
川
光
明
、
高
村
光
雲
の
雨
氏
が
其
像
を
後
藤
貞
行
氏

が
其
馬
を
握
任
に
て
既
に
其
木
取
り
丈
け
出
来
せ
し
に
付
き
松
方
総
理
大
臣

大
木
文
部
大
臣
は
辻
次
官
大
島
秘
書
官
等
を
随
へ
昨
二
十
四
日
東
京
美
術
學

校
内
の
右
彫
刻
場
に
臨
み
其
の
模
様
を
検
視
せ
り

（
明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
『
東
京
新
聞
』
）

③

日
本
青
年
絵
画
協
会
の
発
足

明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
、
上
野
公
園
桜
ヶ
岡
日
本
美
術
協
会
列
品

館
で
日
本
青
年
絵
画
協
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
、
岡
倉
校
長
は
会
頭
に
推
戴
さ

れ
た
。
同
日
よ
り
三
日
間
、
臨
時
研
究
会

（
二
百
余
点
を
出
品
審
査
）
も
開
か
れ

た
。
当
時
の
事
務
所
は
深
川
区
清
住
町
二
十
五
番
地
川
端
玉
章
方
で
あ
る
。

同
会
は
川
端
玉
章
、
川
辺
御
楯
門
下
そ
の
他
の
青
年
画
家
（
三
十
歳
以
下
）
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
尾
形
月
耕
、
寺
崎
広
業
、
梶
田
半
古
、
村
田
丹

陵
、
山
田
敬
中
、
小
堀
柄
音
、
福
井
江
亭
、
島
崎
柳
場
等
々

、
本
校
以
外
に
あ

っ
て
岡
倉
校
長
の
方
針
に
共
鳴
し
日
本
画
革
新
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
青
年
た

ち
の
道
場
と
な
っ
た
。
同
会
の
共
進
会
は
明
治
―
―
十
五
年
の
第
一
回
(
+
月
十

五
日
＼
三
十
一
日
、
於
本
校
々
友
会
倶
楽
部
）
の
後
、
毎
年
開
か
れ
た
が
、
岡
倉
校

長
は
褒
賞
授
与
式
に
臨
み
、
作
品
評
や
演
説
を
行
う
の
が
常
で
あ
り
、
青
年
た

ち
の
指
導
に
熱
意
を
燃
や
し
た
。
同
会
の
月
次
研
究
会
で
は
橋
本
雅
邦
、

川
端

え
あ
わ
せ

玉
章
、
川
崎
千
虎
な
ど
を
判
者
と
す
る
絵
合
の
催
し
（
明
治
二
十
七
年
九
月
二
十

三
日
第
一
回
）
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

④

美
術
学
校
予
備
校

（
美
術
講
習
所
、
共
立
美
術
学
館
）

東
京
美
術
学
校
の
存
在
が
一
般
に
知
ら
れ
る
に
つ
れ
て
志
望
者
も
増
加
し
始
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